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■問い合わせ　〔保育士〕総務課職員係（��０２０５）、〔幼稚園教諭〕学校教育課指導係（��１５０９）

受験申込の受付期間と手続き一次試験受験資格
採用予定
人　　員

募集
職種

▼受付期間 
平成２２年１月２２日�までの午前８時３０分
から午後５時１５分（土・日曜日、祝日、年始年
末の休業日を除く）。 

▼郵送による申し込み 
平成２２年１月２０日�の消印までを有効と
し、それ以降のものは受理しません。受験票
送付のため、あて名を明記し８０円切手を貼
った返信用封筒を同封してください。 

▼受付場所 
〔保育士〕 
〒７１６�８５０１高梁市松原通２０４３ 
高梁市役所 総務課職員係 
〔幼稚園教諭〕 
〒７１６�００６２高梁市落合町近似２８６�１ 
高梁市教育委員会事務局 
学校教育課指導係 

▼申込用紙の配布場所 
〔保育士〕 
市役所総務課、各地域局、各地域市民センター 
〔幼稚園教諭〕 
教育委員会事務局学校教育課、市役所総務課、
各地域局、各地域市民センター

＜試験日・会場＞
平成２２年２月７日�
総合文化会館

 原田北町１２１２
 ��１０４０

＜試験内容＞
教養試験、専門試験、
作文、適性検査

昭和 57 年 4月 2日以
降に生まれた人で、保
育士資格を有し、かつ
幼稚園教諭普通免許
（1種または2種）を有
する人、または平成
22年3月31日までに
取得見込みの人

１人
程度

保

育

士

＜試験日・会場＞
平成２２年２月７日�
市教育委員会事務局

 落合町近似２８６－１
 ��１５０９

＜試験内容＞
専門試験、作文、
美術実技

昭和 57 年 4月 2日以
降に生まれた人で、幼
稚園教諭普通免許（1
種 または 2種）を有
し、かつ保育士資格を
有する人、または平成
22年3月31日までに
取得見込みの人

１人
程度

幼
稚
園
教
諭

来年度採用の 市職員を募集
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▽対象園児…市内に在住する満３歳から満５歳までの幼

児（平成１６年４月２日～平成１９年４月１日生まれ）　

▽通園区域…原則、小学校の通学区域に準じますが、保護

者の責任において、通園が可能な幼児は、希望する幼稚

園に入園することができます。

▽預かり保育…下記一覧表の幼稚園で実施します。預かり

時間は通常保育終了後から午後５時３０分までです。

　　受け入れには、保護者が家事以外の就労をしているこ

と等の条件があります。なお、預かり保育希望幼児数が

３人に満たない場合、実施できないことがあります。通

常の保育料以外に預かり保育料が必要です。

▽入園手続き…入園希望の幼稚園長に入園願を提出。入園

願は、各幼稚園にあります。

▽入園受付期間…平成２２年１月２９日�まで

■問い合わせ　入園を希望する幼稚園、または教育委員会学校教育課（��１５０９）

電話番号預かり
保育

５歳児
保育

４歳児
保育

３歳児
保育  園　名

�２１１９○○○高 梁 幼 稚 園

�２３２０○○○高梁南幼稚園

�２７７６○○○○津 川 幼 稚 園

�１３２６○○○○川 面 幼 稚 園

�０１０１○○○○巨 瀬 幼 稚 園

�２７００○○○○中 井 幼 稚 園

�７５３７○○○○玉 川 幼 稚 園

�２４１７○○○○宇 治 幼 稚 園

�０２５０○○○○松 原 幼 稚 園

�６５７８○○○落 合 幼 稚 園

�４１３６○○○○福 地 幼 稚 園

�３０２０○○○有 漢 幼 稚 園

�３１３３○
(４・５歳児)

○○○川 上 幼 稚 園
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�
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平成２２年度 幼稚園入園児募集
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新庁舎等建設検討協議会の委員を募集

　市は、新庁舎建設や備中高梁駅のバリアフリー化などについて、広く市民の皆さんの意見をお聞きす

るため、次のとおり、高梁市新庁舎等建設検討協議会の委員を公募します。

■問い合わせ・郵送先　〒７１６�８５０１〔住所不要〕高梁市役所総合政策課総合政策係（��０２８６）

【協議会の概要】

▽審議事項　新庁舎建設事業等に関する事項

▽構　　成　委員１５人以内

　　　　　　（学識経験者、各種団体、市民の代表者）

▽任　　期　委嘱の日から２年間

▽そ の 他　会議出席の報酬と旅費は支給しません。

【募集内容】

▽募集人員　２人以内

▽応募資格　市内に在住する２０歳以上の人

【応募】

▽応募方法

指定の応募用紙に必要事項を記入し、総合政策課へ

郵送か応募用紙の交付先へ提出してください。

▽応募用紙

市役所総合政策課、各地域局で交付します。また、市

ホームページからも応募できます。

▽募集期間　平成２２年１月１５日�まで

※応募者多数の場合は選考により決定し、結果は

応募者全員に通知します。
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独
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入賞者決まる !

第５回 清水 比  庵 大賞（短歌の部）
ひ あん

【
大
賞
】
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岡
登
志
子
さ
ん
� 

（
岡
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梁
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岡
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光
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葉
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き
る
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野
辺
山
よ
り
仰
ぎ
続
け
て
四
十
年

赤
岳
の
秀
に
今
わ
れ
立
て
り

■
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高
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館
内
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�
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１
８
０
）

橋本 守さん�
（倉敷市）


